
経済産業大臣賞 工夫点・講評・作品データ 

 

■学生の部 

 

作 品 名：水の事故防止教室 

出品者名：大阪市立デザイン教育研究所 

 安藤 綾音 

 

≪工夫点≫ 

 

 水難事故によって毎年多くの人が被害に遭っています。警察庁によると昨年度の水難者

は 1742 人で、そのうち約半数は亡くなったり、行方不明になっています。 

 このような社会の状況から、私は未然に水難事故を防止したり、事故にあってしまった

ときや事故を見つけたときも命を繋げるようにしたいと思いました。そこで、自分の命を

守れるように、人の命を救えるようになるための教本『水の事故防止教室』を提案します。 

 この作品は教育機関での配布を想定して創っています。工夫点は、小学生のような小さ

な子どもにもわかりやすく、読みやすくなるようにイラスト・漫画表現を用いて内容を展

開した点です。解説文も難しい言葉・表現は避けたり、UD フォントを使用することで、

より多くの人が、内容を理解できるように配慮しました。 

 

≪審査委員講評≫ 

 

 海や川でどうすれば水難事故に遭わないか、水難事故に遭ったらどう対処すべきかを分

かりやすくまとめた作品。子ども向けではあるが、単に「海や川には近づかない」「事故に

注意しよう」と言うのではなく、事故を防ぐ、事故に対処する方法を具体的、実用的に、

大人も子どもと一緒に学べる「大人にも子どもにもわかりやすい」作品である。 

 学校でデザインを学んでも、作品を実際に使えるまで、使いやすさを兼ね備えたものに

まで仕上げることは難しい。書体選びやイラスト、文章の書き方、紙面のレイアウトなど

は一つひとつがプロの仕事のようで、これだけのものを学生がつくったという集中力、努

力はすばらしい。 
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